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①　耐軟化性、耐摩耗性が優れています。�
②　耐熱疲労性が優れています。�
③　耐ヒートチェック性が優れています。�
④　窒化特性が優れています。�
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■ご注意とお願い�
本資料に記載されている技術的な情報の誤った理解、

または不適切な判断等で生じた損害につきましては、

責任を負いかねますのでご了承下さい。また、本資料

記載の情報は今後、予告なしに変更される場合があり

ますので、最新の情報については、各担当部署にお問

い合わせ下さい。�

なお、本資料に記載された内容の無断転載や複製はご

遠慮願います。�
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熱 処 理 条 件　 ℃� 変  態  点  ℃�硬　さ�

オーステナイト化�
1050（　　　　）�

型　名� 使用硬さ（HRC）�DH71を使用した場合の特長�

アルミ押出型� 46～48高温で大きな応力を受けた場合SKD62より良好です。�

高速鍛造型� 45～50型を急熱、急冷して使用する場合に良好です。�

熱間プレス型� 45～50高温強度、耐ヒートチェック性が良好です。�
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〔塩浴炉の場合〕100㎜厚の場合�

注）アルミ熱押型として使う場合、HRC46～47が最適です。�
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焼入温度：1030℃�

焼戻し温度， （℃）（   ＝1hr）�
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繰返回数�
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繰返窒化（570℃×4hr）を想定した時の芯部硬さ変化�
（初期硬さ：HRC47±1）�

DH71, SKD61を600℃に加熱保持した場合の時間に�
対する常温硬さの変化（初期硬さ：HRC47.5）�
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表面からの距離（㎜）�

●窒化特性がSKD61, 62より優れています。�●高温における応力に強く、変形が少ない。�

焼入れ焼戻し材にタフトライド処理した時の断面硬さ分布�

硬さ：HRC47�
タフトライド処理：570℃×3hr
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●高温軟化抵抗性がSKD61, 62より優れています。�

●焼戻し軟化抵抗がSKD61, 62より優れています。�
●熱疲労に対する抵抗性が、SKD61, 62より優れています。�

試験条件：加熱冷却600℃　 20℃　繰返し回数500回、倍率×50
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試験片寸法：外径70×内径5×厚さ25㎜�
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硬さ：HRC47±1�
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